
モズの漢字表記のひとつに「百舌鳥」というものがあります。

これは、いろいろな他の鳥の鳴き声をまねすることに由来してい

ると言われています。モズは、何のために鳴きまねをするので

しょうか？ 繁殖期に入ったモズの生活を観察しながら、その謎を

解き明かしていきましょう。

▲モズの雄は春になると、目立つ場所に止まって小さな声で他の
鳥の鳴き声のまねをします。

【3月のテーマ】
ものまねチャンピオン・モズ

案内人：小田谷嘉弥（鳥の博物館学芸員）
北村章子（鳥の博物館市民スタッフ）

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2023年3月11日（土）



モズの1年 モズの鳴きまねのひみつ

モズが他の鳥の鳴きまねを最もよく行うのは、繁殖期の

初めである2月から3月です。この時期にいないはずのオオ

ヨシキリやツバメなどをはじめ、様々な鳥の声を、少し控

えめな声で次々とまねるのが特徴です。

モズの鳴きまねは、雄が雌に求愛するために行うと考え

られています。最近の研究で、早口で鳴きまねする雄ほど

雌と早くつがいになれること、貯食してある「はやにえ」

をたくさん食べた雄ほど、早口で歌えることが明らかに

なっています。

モズがどんなふうに一年を過ごしているのか見てみましょう。

越冬地にやってくると、

高鳴きを行い、1羽ずつ

なわばりをつくります。

2月ごろから、雌は雄の

なわばりに入る形でつがいに

なります。雄のなわばりの中

で1回目の繁殖をします。

1回目の繁殖が終わると北日本

などに移動し、2回目の繁殖を

するといわれています。

雄と雌は別々の

なわばりで越冬します。
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